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　私事で恐縮ですが、昨年３月末で長年勤務した公的試験研究機関を退職し、4 月から民間企業
で研究開発や営業のお手伝いをしています。公的機関と民間の違い、研究開発と営業の違い等々、
勉強になることが多かったのですが、一方で研究成果・開発技術の普及に関しては、正直、考え
込むケースも多々ありました。本稿の執筆依頼があった時には現場を離れて長い者に何が言える
のだろうかとちょっと躊躇したのですが、この 1 年間の経験をもとにした私見をご披露し、ご意
見をいただければと考え、筆を執ることにいたしました。　

牧草サイレージの品質が年々低下してきている　－ 部分の最適化と全体の最適化 －
　「自給率向上のためにも、低コスト化のためにも、良質粗飼料の確保は必須。さらに、畑作業
の省力化を進めるために、切り札のコントラクターをしっかり支援。」これが最近のこの分野の
研究開発の基本スタンスです。
　しかし、昨年 4 月、久しぶりに北海道にお伺いした時、草地型畜産地帯である道東においても
牧草サイレージの品質が年々低下しており、その原因の一つがコントラクターへの依存度の高ま
りにあるとの話をお聞きし、我々が長年取り組んできた「良質サイレージ調製の原理原則はどこ
へ行ったのか？」と愕然としてしまいました（図１）。よい草があるのだからきちんとした調製を
行えばよいサイレージができるのに、なぜそれをやらないのだと。しかし、この感想は間違いだっ
たかと思います。原理原則が通用しない方向に現実が進みつつあることを見誤っていたのかもし
れません。如何によい技術であっ
ても、現場の実情を無視しては成
り立ち得ないということかもしれ
ません。
　しかし、まだ間に合います。と
いうよりも今こそ現場の経営展開
に向けた技術開発に舵を切るとき
だと思います。そして、個別技術
ではなく、将来の生産体系を睨ん
だ形での技術体系の開発に取り組
むべき時だと思います。部分技術
の最適化は全体システムの最適化
とは必ずしも一致しないのですか
ら。

息の長い話をどう伝えればよいのか　－ 今の利益と将来の利益 －
　乳牛育種の研究分野では、北海道農業研究センターを中心に乳牛の泌乳能力の平準化に向けた
研究に取り組み、改良指標として実用化されるに至っています（図２）。
　家畜飼養は「牛にやさしく、人（と
その懐）にも優しく」が原点であると
私は思いますので、平準化によって泌
乳初期の乳牛の負担や疾病の発生が減
少、その結果として平均産次が上昇し、
生産コストも抑制することができれ
ば、牛はもとより人もハッピーだと思
います。乳牛の健全性を増す優しい飼
い方はアニマルウェルフェアの観点か
らも重要なポイントであり、消費者の
畜産業に対する理解を増すためにも有
用なことだと考えます。
　しかし、残念ながら、「泌乳ピーク
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図１ 北海道における乳用牛一戸当たり飼養頭数と
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図２ 泌乳曲線の平準化によりエネルギーバランスが改善
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の抑制＝乳量の低下 = 粗収入の減少」と誤って捉えられるむきもあり、「普及が爆発的」という
状況には至っていないようです。すぐに結果が見えないものに取り組むことの難しさでしょうか。
同様のことは、糞尿処理問題や地球環境問題でもいえます。これに今コストをかけないでいると
将来に禍根を残すことは明白なのですが、明日の生活も大事です。どこで調和を取るのか、あっ
ちを立てればこっちが立たないトレードオフの問題にはいつも頭を悩ますのですが、これに挑戦
することこそ、研究者、技術者冥利ではないでしょうか。ついでに言えば、開発技術に対する理解・
支持を得るためには、開発者の熱意が最も重要ということが普及現場の鉄則ではないでしょうか。

グローバルか、ローカルか　－ 我らこそ２１世紀の屯田兵 ―
　TPP 加盟問題が山場を迎えつつありますが、飼料の流通がグローバルである以上、畜産関係
者としてこの課題は避けて通れないと思っています。また、持続性のある酪農経営の確立や牛乳
の消費促進などの課題は日本という地域性のなかでの問題ですが、グローバル、ローカルを問わ
ず、いずれにしろ国民の支持なくして産業の将来はないものと思います。そして、グローバルな
問題の解決はローカルな問題の地道な解決の上にあるといっても過言ではなく、畜産業こそが地
域問題を解決できる、地域を支えることができる基幹産業、21 世紀の屯田兵であると言いたい
ところです。
　もちろん、地域の基幹となるためには、唯我独尊ではなく、他業種との理解、連携は欠かせま
せん。当然、農業分野の中での連携は前提条件です。そういった取り組みとして、飼料用米、稲
ホールクロップサイレージをキイテクノロジーとした水田での耕畜連携は急速な広がりを見せて
いますし、畑作地帯でトウモロコシの雌穂を活用するイアコーン（写真１）は畑作型の耕畜連携
でもあります。さらには林業と連携した林畜連携、南西諸島でサトウキビを活用した糖畜連携（写
真２：飼料用サトウキビも開発されています）など、今まで以上に取り組みを強めていくべきで
すし、民間に籍を置く我々はこのような研究担当者の地道な努力に応えなければならないと考え
ているところです。

終わりに　研究と普及の距離をいかに縮め、技術の拡がりを加速するか　－ 競争から共創へ －
　10 数年前になりますが、CSR（企業の社会的責任）活動を行うために、飼料用米の実用化に協
力したいとの申し出をある企業から受けたことがあり、社会貢献は公的機関、民間に関わらず、
遂行すべき責務であることを再認識しました。現代は何でも競争の時代のように言われますが、
最終目的を一にできれば、ともに大きな仕事ができるのではないでしょうか。実際、今、解決を
求められている課題に、個人あるいは一機関、一企業で解決できるものは少ないように思います。
これからの研究開発、普及は複合的な視点を持ち、有機的な連携の下で進められるべきと考えま
す。「競争」から「共創」へ、今こそ新たな、そして多様なネットワークを構築する時ではないでしょ
うか。

寺田　文典（てらだ　ふみのり）

明治飼糧株式会社研究開発部　顧問
前 ( 独 ) 農業・食品産業技術総合研究機構九州沖縄農業研究センター　所長

KRFo93-1しまのうしえ

写真１ イアコーン収穫作業
（農研機構北海道農業研究センター）

写真２ 日本初の飼料用サトウキビ品種
（農研機構九州沖縄農業研究センター） R

E
LA

Y 
C

O
LU

M
N

中酪情報2015年1月号.indd   5 2015/02/05   16:30:06


